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株式会社クラブコスメチックス（本社・大阪市 代表取締役社長：中山ユカリ）は
仕事、勉強やプライベートも頑張る女子を応援する新シリーズ『アミュチア』から
「クラブ アミュチア アイクリーム」「クラブ アミュチア リフレッシュミスト」を
2019年10月23日に新発売いたします。流通形態は全国のバラエティショップです。

近年、ＯＬ兼インスタグラマーや社会人兼YouTuberといった2つの肩書を持つ女性が多く活躍しています。
彼女たちに憧れて「趣味インフルエンサー」としてアクティブに活動する女性や、

出産後も産休前と同じように母・社会人として働く女性、
夢に向かって起業する主婦兼起業家、働きながら資格取得を目指す会社員兼学生なども増加しており

充実した生活を送る一方、睡眠不足の方が増えています。（※参考資料参照）

そんな「頑張る女子」を美容の面からもサポートする2商品を開発いたしました。
乾燥くすみが気になる目元を乾燥から守るアイクリームと、

乾いたお疲れ肌を瞬時に保湿して、うるおいを守るリフレッシュミスト。
どちらも爽やかですっきりとするブルーミングシトラスの香りです。

メイクの上からも使用可能で、リフレッシュとスキンケアを同時に叶えます。

どんなに忙しくても輝いていたいあなたのすぐそばで
いつだってお守りのようにサポートする「応援するコスメ」アミュチア。

クラブコスメチックスより、あらゆる世代の頑張る女性へ、心をこめてお贈りいたします。

クラブ アミュチア アイクリーム
クラブ アミュチア リフレッシュミスト

価 格：1,200円（税抜）

クラブ アミュチア
アイクリーム

＼頑張る女子をサポートする「応援するコスメ」！／
目元・口元

クラブ アミュチア
リフレッシュミスト

価 格：980円（税抜）

amulet（お守り）

＋

cheer（応援する）

Amucheer
（アミュチア）



❤商品特長❤

～ HOW TO USE ～

クラブ アミュチア アイクリーム

価 格：1,200円（税抜）

＼いつも頑張るワタシの味方☆／
＃応援するコスメ でケアしながら ＃気分をリセット！

＜読者からのお問い合わせ先＞

株式会社クラブコスメチックス
フリーダイヤル：0120-16-0077
ホームページ
https://www.clubcosmetics.co.jp

＜掲載に関するお問い合わせ先＞

株式会社 DS プロモーション
TEL：03-6435-6048
FAX：03-6435-6059
Mail ：info@ds-p.net
〒105-0012 東京都港区芝大門1-3－5 芝大門スクエア4F

クラブ アミュチア リフレッシュミスト

価 格：980円（税抜） 50mL

勉強中に 仕事中に 気分転換
したい時に

疲れた時に

眠気や目元の乾燥を感じたら
目の下・まぶたにひと塗りで

じんわり・ひんやり・リフレッシュする
スティック状のアイクリーム

疲れた時や、お肌の乾燥を感じた時
眠気が襲ってきた時に

シュッとひと吹きでリフレッシュする
フェイスミスト

☑メイクの上から使える ☑爽やかですっきりするブルーミングシトラスの香り

・目元にふっくらした印象のハリを与えます。
（セイヨウトチノキ種子エキス（保湿成分））

・冷暖房などで乾燥した肌のキメを整えて
いきいきとした印象に。

（ビルベリー葉エキス（整肌成分））

・乾燥くすみにうるおいを与え、元気な印象に。
（ボタンエキス（保湿成分））

・乾きやすい目元の乾燥を防ぎます。
（ヒアルロン酸Ｎａ、水溶性コラーゲン、ビターオレンジ
果皮エキス、グレープフルーツ果実エキス（保湿成分））

・いつでもどこでもうるおいチャージ！
みずみずしくうるおった肌に。

（ヒアルロン酸Ｎａ、水溶性コラーゲン、ビターオレンジ
果皮エキス、グレープフルーツ果実エキス（保湿成分））

・冷暖房などで乾燥した肌のキメを整えて
いきいきとした印象に。

（ビルベリー葉エキス（整肌成分））

スティックを２～３㎜程度繰り出し、
目のまわりに直接塗り、指でトントンと
やさしくなじませてください。

顔から２０㎝程度離し、目を閉じて
２～３回スプレーしてください。

～ HOW TO USE ～



20代⼥性の睡眠時間が6時間未満の推移

睡眠・⾷事・⾝の回りの⽤事の⽣活時間推移

・近年のデータを⾒ても睡眠時間が6時間未満の⼥性が10％増加している。

⇒睡眠時間を減らして⾝の回りの⽤事に費やす時間が増加している。

（1976年〜2016年）

(資料）厚⽣労働省 国⺠健康・栄養調査(2007年〜2017年）

・1976年以降の30年間の推移で⽬⽴っているのは、
睡眠時間の減少と⾝の回りの⽤事（⾝⽀度・エステなど）の時間の増加
・⼥性については、睡眠が30分短くなっており、⾝の回りの⽤事が24分⻑くなっている。

参考資料


